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近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
楽
し
ん
だ
後
の
「
ご
み
」
は
必
ず

持
ち
帰
り
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
過

ご
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
！

　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い

て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
環
境
課
（
美
化
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
72
）４
４
３
８

　
大
磯
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
よ
り
、

は
河
川
や
海
岸
な
ど
の
公
共
の
場
所

や
地
域
の
静
穏
を
害
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
場
所
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
爆

竹
な
ど
の
発
射
音
や
爆
発
音
を
発
す

る
花
火
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

防
波
堤
遊
歩
道
か
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

富
士
を
眺
め
ら
れ
る
よ
う
、
開
放
時

間
を
延
長
し
ま
す
。

▼
西
防
波
堤
遊
歩
道
開
放
時
間

日
時　
９
月
２
日（
日
）・３
日（
月
）

８
時
30
分
～
18
時
30
分

※
気
象
条
件
に
よ
っ
て
観
測
で
き
な

い
場
合
、
遊
歩
道
の
開
放
を
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問▼
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
に
つ
い
て

産
業
観
光
課
観
光
推
進
係

☎
内
線
３
３
４

県
立
大
磯
城
山
公
園

☎（
61
）０
３
５
５

▼
遊
歩
道
の
開
放
に
つ
い
て

産
業
観
光
課
み
な
と
推
進
係

☎（
61
）５
７
１
９

　
日
没
の
時
間
帯
に
大
磯
城
山
公
園

と
照
ヶ
崎
海
岸
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富

士
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
と
も
に
「
関
東
富
士
見
百
景
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
象
条
件
が

そ
ろ
え
ば
、
感
動
の
瞬
間
に
出
会
え

ま
す
。

時･

場

①
９
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

県
立
大
磯
城
山
公
園
　
展
望
台

②
９
月
２
日
（
日
）・
３
日
（
月
）

照
ヶ
崎
海
岸

※
時
間
は
い
ず
れ
も
夕
日
が
沈
む
瞬

間
で
す
。

※
大
磯
城
山
公
園
第
一
駐
車
場
は
19

時
ま
で
開
放
し
ま
す
。（
入
庫
は
18

時
ま
で
）
土
日
有
料
。

※
大
磯
港
で
は
、
灯
台
へ
と
続
く
西

午
後
10
時
か
ら

翌
日
の
午
前
６
時
ま
で

蜂
の
駆
除
は
お
早
め
に
！

深
夜
の
花
火
は
禁
止
で
す
!!

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
を
見
よ
う
!!
～
大
磯
港
西
防
波
堤
遊
歩
道
の

開
放
時
間
を
延
長
し
ま
す
～

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
っ
て
何
？

　
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
な
ど
に
含
ま

れ
る
窒
素
酸
化
物
な
ど
の
有
害
物
質

が
、
大
気
中
で
強
い
紫
外
線
を
受
け

「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
と
呼
ば

れ
る
物
質
に
変
化
す
る
た
め
に
起
こ

る
現
象
で
す
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
風
が
弱
く
、

日
差
し
が
強
い
日
に
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
被
害
を
受
け
る
と
目
が
チ
カ
チ
カ

す
る
、
目
が
痛
い
、
涙
が
出
る
、
の

ど
が
痛
い
、
せ
き
が
出
る
、
息
苦
し

い
、
頭
痛
・
吐
き
気
な
ど
の
症
状
が

で
ま
す
。

【
蜂
防
護
服
貸
出
制
度
】

　
町
で
は
、
安
全
に
駆
除
が
で
き
る

よ
う
蜂
防
護
服
の
貸
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
環
境
課
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
環
境
課（
美
化
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
72
）４
４
３
８

者
に
依
頼
し
た
場
合
、
駆
除
に
か
か 

っ
た
費
用
の
５
割（
限
度
額
１
万
円
）

に
相
当
す
る
額
を
補
助
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
、
駆
除
前
と
駆
除
後
の
写
真
、

駆
除
業
者
の
領
収
書
等

※
町
で
は
、
個
人
の
敷
地
内
に
お
け

る
蜂
の
駆
除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
夏
に
な
る
と
、
家
の
軒
下
や
庭
木

に
蜂
の
巣
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
８
月
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
蜂

の
防
衛
本
能
が
強
ま
り
攻
撃
し
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
巣
は
軒
下
や

換
気
扇
な
ど
見
え
や
す
い
場
所
や
、

屋
根
裏
や
戸
袋
な
ど
狭
い
と
こ
ろ
に

も
作
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
蜂
駆
除
費
補
助
制
度
】

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
を
専
門
の
業

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
時
は
、
町
防
災
行
政
無
線
で

注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
の
で
屋
内
活

動
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス

○
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
５
０（
５
３
０
６
）２
６
８
７

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.pref.kanagaw

a.
jp/sys/taikikanshi/haturei/
index.htm

l

※
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
環
境
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
（
美
化
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
72
）４
４
３
８
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国
の
制
度
改
正
に
よ
り
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
左
表
の
と

お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

・�

70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者

・�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者

※
高
額
療
養
費
制
度
と
は
？

　
ひ
と
月
に
医
療
機
関
に
支
払
っ
た

額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
に
、
定
め

ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
て
支
払
っ
た

額
を
払
い
戻
す
制
度
で
す
。
上
限
額

は
、
個
人
や
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の
お
知
ら
せ

　
平
成
30
年
８
月
以
降
、
ひ
と
月
に

同
一
の
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
高

額
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
課
税
所
得

が
左
表
①
、
②
に
該
当
す
る
方
は
、

町
窓
口
に
て
、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
③
、
④
に
該
当
す
る
方
は
、
引
き

続
き
発
行
対
象
に
な
り
ま
す
。）

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
提
示

が
な
い
場
合
、
支
払
い
額
が
多
額
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
後
日
払
い

戻
す
よ
う
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
町
民
課　
☎
内
線
２
７
４

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
限
度

額
の
見
直
し

　
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は

医
療
保
険
と
介
護
保
険
に
お
け
る
１

年
間
（
毎
年
８
月
１
日
～
翌
年
７
月

31
日
）
の
自
己
負
担
の
合
算
額
が
限

度
額
を
超
え
た
と
き
、
超
え
た
分
が

申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
現
役
並
み
所
得
の
方
に
つ
い
て
、

70
歳
未
満
の
方
と
同
様
に
、
上
限
が

細
分
化
さ
れ
た
上
で
限
度
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

問
福
祉
課　
☎
内
線
３
０
２

　
町
民
課　
☎
内
線
２
４
７

　
ご
み
集
積
場
所
か
ら
収
集
さ
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
は
、
キ
ャ
ッ

プ
や
ラ
ベ
ル
を
外
し
て
い
な
い
も
の

や
、
空
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
外
し
、
す
す

い
で
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
８
月
診
療
分
か
ら
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方
に
気
を
付
け
よ
う
！

　

適
切
に
分
別
す
る
こ
と
で
ワ
イ

シ
ャ
ツ
な
ど
の
繊
維
製
品
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
引
き
続
き
分
別
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
（
美
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
（
72
）
４
４
３
８
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エリトリアって
　　　　どんな国？

〜 国家独立27年 〜

　エリトリアは、1991年に独立を果たした、とても若い国です。
　エリトリアの歴史は、他国による支配の歴史ともいえます。中
でも、現在のエリトリアに色濃く影響を遺しているのが、1881年
から約60年続いたイタリアの植民地支配によるものです。大規模
な産業開発が進められた一方、エリトリアの人々は人種差別に苦
しみました。
　現在も首都アスマラには、世界有数の規模でイタリアの現代建
築の数々が遺され、その街並は、ユネスコ世界遺産に登録されま
した。人々はその植民地時代の遺物に反感をもつことなく、愛着
を持って、今なお活用しています。ほかにも、ピザやパスタなど
の食文化や、高級革製品の加工技術など、随所にイタリアの影響
を感じることができます。
　その後、1941年からのイギリス統治時代を経て、第二次世界大
戦後は、隣国エチオピアに武力併合。約30年間にわたる独立戦争
を経て、ようやく独立国家としてスタートしたのです。
� 問政策課　☎内線205

平成30年８月からの上限
区　　分 限度額

課税所得690万以上の方　　　　　　　　　　　 212万円
課税所得380万以上の方　　　　　　　　　　　 141万円
課税所得145万以上の方　　　　　　　　　　　 67万円
課税所得145万円未満の方など　　　　　　　　 56万円
住民税非課税世帯　　　　　　　　　　　　　 31万円
住民税非課税世帯（年金収入80万円以下など） 19万円

平成30年８月からの上限

適用区分 外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

課税所得
690万円以上の方

252,600円
＋（医療費−842,000円）×１％
〈多数回 140,100円 ※２〉

課税所得
380万円以上の方�①

167,400円
＋（医療費−558,000円）×１％
〈多数回 93,000円 ※２〉

課税所得
145万円以上の方�②

80,100円
＋（医療費−267,000円）×１％
〈多数回 44,400円 ※２〉

課税所得
145万円未満の方
※１

18,000円
年間の上限
144,000円

57,600円
〈多数回 44,400円 ※２〉

住民税
非課税世帯� ③

8,000円

24,600円
住民税
非課税世帯
（�年金収入80万円
以下など）� ④

15,000円

※１�　世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未
満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が210万円以下の場合
も含みます。

※２�　過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目か
ら「多数回」該当となり、上限額が下がります。


